様式第１
第　　　　　　　　　号
　　年　　月　　日
東京学芸大学長　殿
教職大学院長　○○○○
教職大学院専任教員候補者選考委員会開設申請書
下記のとおり教員候補者選考委員会の開設を申請します。
記
	１　選考職名
	
	採用
	昇任

	２　専門領域
	

	３　研究組織
	現員
教授
准教授
講師
助教
計


	４　申請事由
	

	５　開設番号
	


様式第２

教 員 候 補 者 選 考 調 書
教職大学院

　　　　　年　　　月　　　日
総合教育科学系教授会
選 考 委 員 会 委 員
委員長
委　員
選　　定　　表
	区分
	

	選考基準該当条項
	

	賛成投票数
	

	選考委員会
開催年月日
	

	氏名
	

	公募の方法
	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・学会誌等・関係機関への送付・その他（ 　　）


注）公募の方法欄は，採用の選考を行った場合に限り記入する。
選　　考　　調　　書

eq \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏　　　　　名)
生　年　月　日

現　　住　　所

（国　　　籍）

Ⅰ　略　　　歴

　１　学　　　歴

　２　学位・称号

　３　免許・資格

　４　職　　　歴

Ⅱ　研究業績

　１　著　　　書

　２　論　　　文

　３　芸術及び体育業績

　４　翻　　　訳

　５　研究報告書及び調査報告書

　６　学会発表等

　７　学術研究上の開発

　８　学術研究及び専門性に関わる受賞
　９　その他学術研究上の特記事項
　10　前回記載の主な業績

Ⅲ　教育業績
　１　教育歴の内容

　２　指導の状況

　３　授業公開等の実績

　４　作成した教科書や教材等

　５　教育に関する執筆・発言等

　６　教育に関する社会的貢献

　７　教育に関する受賞等

　８　教育に関する実務経験

　９　その他の教育実績及び特記事項

Ⅳ　学界及び社会における活動

備考　外国人は，国籍を記載する。
様式第３の１
全候補者一覧
	No.
	氏名
	性別
	年齢
	学位
	現所属機関・現職
	在職した研究機関名とその在職年数
	在職した教育機関名とその在職年数
	論文数（うち審査論文数）
	著書数（うち単著数）
	教員免許
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


様式第３の２
昇任候補者

	氏名
	性別
	年齢
	専門領域
	学位
	現職（現職勤務年数）
	採用又は以前の昇任の際の選考以後の業績
	備考

	
	
	
	
	
	
	論文数（うち審査論文数）
	著書数（うち単著数）
	業績のうち課程認定の申請書に記載できる業績の数
＊
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜選考経緯＞
注：空欄は作品数又は発表数等，追加記載が必要な場合に使用する。２つ以上の欄を設けてもよい。
＊欄
１　教授昇任の場合のみ記載する。
２　ここでいう業績とは，学術雑誌・教育関係雑誌・紀要・著書・報告書等に掲載された業績をいう。
様式第３の３

第　　　　　　　　　号

年　　月　　日

教員人事会議議長　殿

教職大学院長　　　　

教職大学院専任教員候補者選考結果報告書

下記のとおり，教員候補者を選考しましたので報告します。

記
	開設番号
	

	専攻名
	

	氏名（年齢）
	

	区分
	

	選考基準該当条項
	

	選考委員会
	開催年月日　　　　賛成投票数　　　　／

	教授会
	開催年月日　　　　賛成投票数　　　　／

	採用予定年月日
	

	選考の経緯
	応募者数
男（うち外国人）
女（うち外国人）
計（うち外国人）
　　（　　）
　　（　　）
　　（　　）
選考の経緯



注：選考調書及び公募要領を添付すること。

年齢は，採用予定年月日現在のものを記載する。
様式第４
教職大学院専任教員等選考結果報告書
	選考区分
	所属
	職名
	ふりがな

氏名（年齢）
	採用等予定年月日
	備考

	
	
	
	
	
	


「選考区分」欄には，採用，昇任及び移籍の別を記載する。
「年齢」は，採用等予定年月日における年齢を記載する。
「採用等予定年月日」欄には，非常勤講師及び特任教員の場合は雇用期間を記載する。
「備考」欄には，第13条第４項により選考を省略する場合及び第20条により選考手続を省略する場合は，前回雇用年度を記載する。
様式第５
第　　　　　　　　　号

　　年　　月　　日
東京学芸大学長 殿
教職大学院長

教職大学院特任教員候補者選考委員会開設申請書
下記のとおり、特任教員の配置を申請します。

記

１．配置を必要とする教室

２．配置を必要とする理由

３．特任教員採用予定日

４．職務内容（担当業務等）
５．その他
様式第６

特 任 教 員 候 補 者 選 考 調 書
（教職大学院）
　　　　　年　　　月　　　日
総 合 教 育 科 学 系 教 授 会
選 考 委 員 会 委 員
委 員 長
委　員
選　　定　　表
	区分
	

	選考基準該当条項
	

	賛成投票数
	

	選考委員会
開催年月日
	

	氏名
	


選 　考　 調 　書

eq \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏　　　　　名)
生　年　月　日

現　　住　　所

（国　　　籍）

Ⅰ　略　　　歴

　１　学　　　歴

　２　学位・称号

　３　免許・資格

　４　職　　　歴

Ⅱ　研究業績

※比較的最近の研究業績のうちから，代表的なもの５点記載する。

Ⅲ 教育業績

１　教育歴の内容

　２　指導の状況

　３　授業公開等の実績

　４　作成した教科書や教材等

　５　教育に関する執筆・発言等

　６　教育に関する社会的貢献

　７　教育に関する受賞等

　８　教育に関する実務経験

　９　その他の教育実績及び特記事項
Ⅳ 学界及び社会における活動
備考 外国人は，国籍を記載する。
様式第７の１
第　　　　　　　　　号

年　　月　　日

東京学芸大学長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教職大学院長
特任教員候補者（教職大学院）選考結果報告書

下記のとおり，特任教員候補者を選考しましたので報告します。

記
	ふりがな
氏名
（年齢）
	区分
	選考基準
該当条項
	選考委員会
	教授会
	採用予定年月日

	
	
	
	開催年月日
	賛成投票数
	開催年月日
	賛成投票数
	

	
	
	
	
	
	
	
	


「年齢」は，採用予定年月日現在
様式第７の２
第　　　　　　　　　号

　　年　　月　　日
東京学芸大学長　殿
教職大学院長
特任教員候補者（教職大学院）選考結果報告書
下記のとおり，特任教員候補者を選考しましたので報告します。
記
	ふりがな
氏名
生年月日
（年齢）
	現職
	区分
	職務内容
	雇用期間
	備考

	
	
	
	
	
	


※　備考欄には前回雇用年度を記載する。
様式第８
教職大学院担当非常勤講師候補者選考調書
	氏　　名

生年月日

（年齢）
	最終学歴

卒業・修了年月

学位・称号

取得年月
	主な研究

・教育業績
	主な職歴

・資格等
（○印現職）
	担当科目
	春学期
	秋学期
	雇用期間
	備考

	
	
	
	
	
	週時数
	曜日

時限
	週時数
	曜日

時限
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


様式第９
第　　　　　　　　　号
　　年　　月　　日
東京学芸大学長　殿
教職大学院長　　　
教職大学院担当非常勤講師候補者選考委員会開設申請書
下記のとおり教員候補者選考委員会の開設を申請します。
記
	１　選考職名
	
	採用
	昇任

	２　専門領域
	

	３　申請事由
	

	４　開設番号
	


様式第１０
第　　　　　　　　　号
　　年　　月　　日
東京学芸大学長　殿
教職大学院長
教職大学院担当非常勤講師候補者選考結果報告書
下記のとおり，非常勤講師候補者を選考しましたので報告します。
記
	ふりがな
氏名
生年月日（年齢）
	主な職歴等
（○印現職）
	担当科目
	曜日・時限
（雇用期間）
	備考

	
	
	
	
	


※備考欄には，第20条により選考手続を省略する場合は，前回雇用年度を記載する。
